
　年に一度のこけしの祭典「全日本こけしコンクール」は、今年で第59回
目を迎えます！　こけしの実演販売やこけしの絵付け体験はもちろん、第
23回白石市地場産品まつりも同時開催します。
　家族で楽しめるイベントもあわせて開催しますので、皆さまお誘い合わ
せの上、ぜひご来場ください！

５月２日（火）宵まつり　16:00 ～
　市内各地区の山車や神輿が市内を練り歩く。すまiる
ひろばでイベントも開催。
５月３日（祝）本まつり　 9:30 ～
　【歴史・文化の部】
 9:30 ～　よさこい走乱白石城
10:30 ～　神明社神輿渡御
11:00 ～　しろいし大行列
13:00 ～　白石市消防団階子乗り隊
13:30 ～　片倉鉄砲隊火縄銃演武（白石城）
　【催事・飲食の部】　
□白石マルシェ
　フリーマーケット
□白石城下商いまつり
　露店出店のほか、和太鼓の演奏やミッキーズ（サクマ
ミサコバレエ・フラスタジオ）のステージと米俵相撲
□結～むすび～缶バッチラリー
□車輌（バイク・パトカー）展示会
□パネル展「春まつり今昔物語」
□各種イベント
　すまiるひろばでは、たから舞台・吹奏楽演奏・セン
ダイガールズプロレスリング・ヨシダ朝＆山崎バニラトー
クショー、白石城では「チャリティー乗馬体験」、長町・
中町通りでは「潜入！黒

くろ

脛
はば

巾
き

組
ぐみ

」、中町通りでは、「カラ
クリ杜のくノ一姫ライブ」を開催します。

　ＮＨＫ大河ドラマ「真田
丸」で、片倉小十郎景綱公を
演じた俳優のヨシダ朝さん
をお招きして、観光大使の山
崎バニラさんとのトーク
ショーを13時30分から、すま
ｉるひろばで開催します。

－profile－　ヨシダ　朝
あさひ

さん
1961年、京都府生まれ　早稲田大学第一文部卒業
特技は早起き・趣味は散歩と料理

プラレールジオラマ

プレイランド

トミカ・プラレールわくわくパーク
５月５日（祝）9:00 ～ 16:00　場所：ホワイトキューブ

参加料：５００円（税込）
・先着２００名様

プラレールあみだくじ
参加料：５００円（税込）
・先着２００名様

■開催日　５月３日（祝）～５日（祝）
■時　間　9:00 ～ 17:00（３日の審査品一般見学は10:00 ～）
■場　所　ホワイトキューブ（白石市文化体育活動センター）

〈問い合わせ先〉全日本こけしコンクール事務局（商工観光課内）☎22-1321
	 オフィシャルサイト　http://www.alljapan-kokeshi.com

白
石
市
民
春
ま
つ
り
～
片
倉
公
ま
つ
り
～

第59回全日本こけしコンクール
～ほほえみの年輪をかさねて～

春の恒例イベント！

　５月３日・５日、白石工業
高等学校の生徒の皆さんによ
る、キーホルダーやペン立て
の製作体験を行います。

白石工業高等学校体験コーナー

春の恒例イベント！

全体テーマ
結～むすび～過去といまをむすび、

いまと未来をむすぶ

白石市民春まつりオフィシャルサイト　http://harumatsuri.jp

北
う
た
の
本
」
で
作
曲
担
当
と
し
て
活
躍
。

県
内
の
校
歌
作
曲
を
多
数
手
掛
け
て
い
ま
し

た
。
本
市
で
は
大
鷹
沢
・
白
川
・
福
岡
・
深
谷
・

大
平
小
学
校
と
南
・
福
岡
中
学
校
の
校
歌
を

作
曲
。「
春
は
ど
こ
か
ら
」
や
「
春
の
あ
し
お

と
」、「
仲
よ
し
の
歌
」
の
作
曲
者
と
し
て
も

有
名
な
方
で
し
た
。

今
再
び

　

当
時
は
、
市
や
学
校
行
事
で
歌
わ
れ
て
い

た
市
民
歌
も
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
い
つ
し
か
歌
わ
れ
る
機
会
が
減
少
。
若

い
世
代
や
転
入
者
に
は
知
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
社
会
教
育
委
員

の
会
議
や
自
治
会
な
ど
か
ら
「
市
制
誕
生
と

と
も
に
生
ま
れ
た
『
白
石
市
民
歌
』
を
活
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」
と
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
再
び
、
市
民
歌
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
、
郷
土
愛
を
育

み
な
が
ら
次
の
世
代
へ
歌
い
継
い
で
い
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
市
教
育
委
員
会
が
動
き

出
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
一
歩
と
し
て
、
本
市
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
市
民
歌
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
市
教
育
委
員
会
と
校
長
会
が
連
携
。
学

校
で
も
子
ど
も
た
ち
が
市
民
歌
を
耳
に
し
、

歌
え
る
よ
う
、
2
月
中
旬
に
市
内
小
中
学
校

へ
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

市
民
歌
は
、
テ
ン
ポ
が
良
く
、
元
気
が
湧わ

い
て
く
る
よ
う
な
歌
。
そ
し
て
、
歌
詞
の
中

に
は
「
い
ざ
立
た
ん　

白
石
市
民
」
や
「
い

ざ
行
か
ん　

白
石
市
民
」
な
ど
市
民
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
へ
つ
な
が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込

白
石
市
の
誕
生

　

本
市
は
、
昭
和
29
年
４
月
１
日
に
当
時
の

白
石
町
、
大
平
村
、
大
鷹
沢
村
、
福
岡
村
、

白
川
村
、
越
河
村
、
斎
川
村
が
合
併
し
、
仙

南
地
域
で
最
初
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
32
年
３
月
31
日
に
小
原
村
が

加
わ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

白
石
市
民
歌
の
誕
生

　

昭
和
29
年
４
月
の
市
制
誕
生
を
記
念
し
、

白
石
市
と
株
式
会
社
河
北
新
報
社
の
共
催
で

作
詞
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

１
６
３
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
10
日
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

白
石
市
民
の
松ま

つ

野の

清せ
い

四し

郎ろ
う

さ
ん
（
当
時
26
歳

･
学
生
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

作
曲
は
、
審
査
員
の
１
人
で
も
あ
っ
た
作

曲
家
の
海か

い

鋒ほ
こ

義よ
し

美み

さ
ん
が
担
当
。
8
月
14
日
、

白
石
市
公
会
堂
で
記
念
発
表
会
を
行
い
、「
白

石
市
民
歌
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

作
詞
者

　

松
野
さ
ん
は
、
当
時
の
新
聞
取
材
に
「
市

民
の
一
人
と
し
て
市
制
施
行
を
喜
び
、
今
後

の
発
展
を
祈
る
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
歌
に
し

て
応
募
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
初
め
て
作
っ
た

歌
で
１
位
に
入
選
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
郷
土
の
発
展
を
祈
る
真
心
を
そ

の
ま
ま
文
字
に
し
た
こ
の
市
民
歌
を
市
民
の

皆
さ
ん
が
歌
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
の
一
生
涯
に
と
っ
て
一
番
大
き
な
喜
び
で

し
ょ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

作
曲
者

　

海
鋒
さ
ん
は
、
終
戦
後
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
東

いま再び歌おう！　「白石市民歌」
郷土愛の願いを込めた市民歌を、次の世代へ

問生涯学習課（中央公民館内）　☎22-1343

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
地
域
や
趣

味
の
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
民
歌
の
Ｃ
Ｄ
は
、
生
涯
学
習
課

と
情
報
セ
ン
タ
ー
ア
テ
ネ
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
、「
宮
城
県

白
石
市
役
所
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、
市
内
の

四
季
折
々
の
写
真
を
活
用
し
た
市
民
歌
の
動

画
を
投
稿
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
市
民
歌

の
楽
譜
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
白
石
市
民
歌
」

　
　
　
　
　

作
詞　

松
野
清
四
郎

　
　
　
　
　

作
曲　

海
鋒
義
美

一　

友
よ　

呼
べ
よ　

青
空
高
く

　
　

真ま

白し
ろ

き　

蔵
王
に　

わ
く
雲
を

　
　

い
の
ち　

あ
ふ
る
　ゝ

わ
が
故こ

郷き
ょ
う

　
　

躍
る　

こ
の
意
気　

こ
だ
ま
し
て

　
　

希
望
の
峰
に　

わ
く
雲
を

　
　

い
ざ
立
た
ん　

白
石
市
民

　
　

あ
ゝ
我
ら

二　

友
よ　

呼
べ
よ　

み
ど
り
の
土
に

　
　

薫
り
も　

新あ
ら

た
に　

咲
く
花
を

　
　

ひ
か
り　

み
な
ぎ
る　

わ
が
故
郷

　
　

興お
こ

る　

文
化
と　

産
業
の

　
　

栄
え
と
な
り
て　

咲
く
花
を

　
　

い
ざ
行ゆ

か
ん　

白
石
市
民

　
　

あ
ゝ
我
ら

ＱＲコードでユーチ
ューブにアクセス！

※ 松野清四郎さんは３月 11 日にご逝去されました。
　 謹んでご冥福をお祈りいたします。15 14Shiroishi_H29.4 Shiroishi_H29.4


